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一部 パネル展示

《肉声に学ぶ》
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《肉声に学ぶ》



《肉声に学ぶ》



二部 小城市民公演
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二部 １節
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基本理念





何としてでも生きたかった



ゲーム その①

(考察その①)

重い話の後は、ちょと休憩







ストレスとは？

丸いボール

ストレッサー



ストレスの展開



“

”





ストレッサーの大きさでの大別
強 度

➢暑さ：暑い

➢寒さ：寒い

➢湿度：蒸し暑い

➢ 音 ：うるさい

➢ 光 ：まぶしい

➢動き：早い

➢重さ：重い

➢軽さ：軽い

軽 度
➢暑さ：ポッカポッカ

➢寒さ：涼しい

➢湿度：カラッとした

➢ 音 ：心地良い

➢ 光 ：明るい

➢動き：自然な動き

➢重さ：楽

➢軽さ：軽い

自分の許容範囲

➢暑さ

➢湿度

➢ 音

➢ 光

➢動き

➢重さ

➢軽さ
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過食・拒食・不眠・睡眠過多・胃腸
の不調・精神面への影響

ネガティブへの吸引➡身体的症状

生活の支障へと導く



その人、その人の適度は違い、又その

時々によって違いがある。その事を認め

合って、一つ一つその人に近づけたなら、

自分らしさを自ずと見いだし、自分らしさ

の自己実現を遂げ｢やる気:エンパワー

メント｣を見いだす事ができる。







エピソード記憶(生活歴)の中で

｢嫌な思い｣や｢つらい思い｣｢痛い

思い｣は記憶がロム化される。

常に想起する記憶に！



“

”

社会的不利を障害と提起するのであれば

個性の社会的不利は特性と呼び、あえて障がいと言う言葉を使
うのであれば自傷と他害のみを障がいと仕方なく呼びたい。





自分のオモイを｢ を耕すこころ｣を
と表す事とします。

その人のオモイを として
と表す事とします。

＊もし を するならば
を見出す事はできません。

人権の確保などはできません。



私とあなたの思いの差
自分の思い



自分とその人の感じ方の差
同じ話し方、同じ動きでも





(客席で芝居を
観るが如く)



｢その人｣を理解する為には

尊厳の受け止め方。

尊重の捉え方。

尊厳の見守り方。

人権の保持。









尊

重

と

は

①今日、

明日、

明後日、

３日後、

１週間後、

１月後、

３ヵ月後、

半年後、

１年後、

３年後、

５年後、

個性が強くなられても、

障がい(特性)を持たれても、

おじいちゃんになっても、

おばあちゃんになっても、

終末期に於いても、

個性と特性の要度合い

縦
軸

:時
間
の
継
続



尊重とは②

尊重の｢重｣は、重いとも読みます

が、重ねるとも読みます。この公

演時だけは尊敬を｢重ねる事｣を尊

重として頂けないでしょうか。



尊

厳

と

は

①
今日、

明日、

明後日、

３日後、

１週間後、

１月後、

３ヵ月後、

半年後、

１年後、

３年後、

５年後、

個性が強くなられても、

障がい(特性)を持たれても、

おじいちゃんになっても、

おばあちゃんになっても、

終末期に於いても、

個性と特性の需要度合い

縦
軸

:
時

間
の

継
続



尊厳とは②
尊厳の｢厳｣は、厳しい、厳しく

と読みます。この公演時だけは

尊重されておられるかを｢厳しく

戒める｣として頂けないでしょう

か。



人

権

と

は

①
今 日 、

明 日 、

明 後 日 、

３ 日 後 、

１ 週 間 後 、

１ 月 後 、

３ ヵ 月 後 、

半 年 後 、

１ 年 後 、

３ 年 後 、

５ 年 後 、

個 性 が 強 く な ら れ て も 、

障 が い ( 特 性 ) を 持 た れ て も 、

お じ い ち ゃ ん に な っ て も 、

お ば あ ち ゃ ん に な っ て も 、

終 末 期 に 於 い て も 、

縦
軸

：
時

間
の

継
続



人権とは②

今や、人権とは人としての権利あら
ず、｢その人らしく｣見られる権利の
事を言い、又その人もその人から見
れば、｢自分｣であり、自分の事を
｢自分らしく｣認められる権利の事を
言う。



今や共通の人権
｢その人らしさ｣

この公演時だけでなく、人権とは｢その人ら
しく｣｢自分らしく｣見られ、認められる権利
の事を言うのは既に共通の認識となっており
ます。



オモイの違いを理解し、常に自己覚
知する。｢その人｣が何をどうしたい
のか、想いに寄り添い、何をしよう
ではなく、 ｢その人｣自立に対して自
己実現へと導く事に観る･視る･診
る･看るの姿勢でつらぬく。



私(自分)

人生観・家族観・清潔感・金銭感覚

相手(その人)



オモイを共感して、
伝える事の難しさ。



二部 ２節
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内と外との差







好きな事ができる【自己実現の場】
人は、好き・楽しい事で活動する。



共に同じオモイで感じ会う。

➡喜び・安らぎへ向かう

静止の状態：共鳴する･喜び合う

･同じ感覚を得る･共に日向ぼっこ
をする等



共に歩調を合わせる。

➡共生へ向かう活動の状態

共に生きる・共に歩く

共に行動する・共に創る



地域共生の髄
動物の三欲

・食欲

・性欲

・集団欲

(人の場合は社会欲:支え合い欲)





自己実現

承認欲求

愛･所属欲求

安全欲求

生理的欲求

心の欲求

体の欲求

(自我の欲求)

(生命の欲求)

失
望
の
欲
求

成長の欲求



自己実現

承認欲求

愛･所属欲求

安全欲求

生理的欲求

心の欲求

体の欲求

(自我の欲求)

(生命の欲求)

自己超越

(コミュニティの欲求)



人の社会欲とは、



自己実現

社会欲求 愛･所属欲求

安全欲求

生理的欲求
(ｺﾐｭﾆﾃｨの欲求)

生理的欲求

自己実現
承認欲求



共生の里の考える、共生･コミュニ
ティの発展･隣人愛の欲求は？

最上位層では無く、最下位層では？

生理的欲求の２層に２分化。

① 最下位に本能的欲求。

② ２層目に生存の欲求。



承認欲求

愛･所属欲求

安全欲求

(ｺﾐｭﾆﾃｨの欲求)



介護予防･支え合い事業について
地域づくり基盤は住民(市民の皆さん)

介護予防･生活支援･社会参加事業の融合

３つの事業から１つの総合事業へ。

３事業より重なり合い１事業へ。

１次予防事業から一般予防事業へ。

｢予防給付｣から｢予防給付、介護予防･

生活支援サービス事業｣へ。



二部 ３節
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好きな事ができ、目標(生き甲斐)が
持てる処‣‣‣【自己実現の場】





放浪の合唱作曲家｢弓削田健介｣さん
｢命と夢のコンサート｣実現

会の終わりに:弓削田健介さんと合唱団・市民の皆
さんと合唱して握手しあって再会を願いましょう。

＊巡り会える確率 : 0 . 0 0 0 0 0 4 1 6 6 6 6 6 6





共生の里生活支援センター
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公演終了後パワーポイントにて
公開致します。
開演まで少しづつ

バージョンアップします。

暫定期間が長く本当にご迷惑かけました。

お越しをお待ち致します。


